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３
月
10
日
㈮

３
月
13
日
㈪

３
月
10
日
㈮

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
帯
状
疱
疹
を
発
症
す

る
高
齢
者
が
急
増
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
予
防
で
き
る
が
、
全
額
自
己
負
担
の
た
め
接

種
を
希
望
す
る
市
民
に
は
大
き
な
ハ
ー
ド
ル

と
な
る
。
①
公
費
助
成
に
つ
い
て
の
考
え
は
②

帯
状
疱
疹
の
症
状
及
び
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

情
報
発
信
・
周
知
が
で
き
な
い
か
。

　
①
若
楠
小
校
区
児
童
の
指
定
校
以
外
へ
の

現
在
の
就
学
状
況
は
②
隣
接
校
選
択
制
の
結

果
に
よ
り
若
楠
小
学
校
の
統
廃
合
を
行
う
可

能
性
は
あ
る
の
か
③
小
、
中
規
模
校
を
支
え

る
観
点
を
教
育
委
員
会
は
持
っ
て
い
る
の
か

④
市
と
連
携
を
し
、
問
題
の
解
決
に
向
か
う

具
体
策
が
必
要
で
は
。

　
飼
い
犬
の
長
寿
命
化
に
よ
り
人
間
同
様
に

生
活
習
慣
病
や
認
知
症
状
を
発
症
す
る
事
例

も
増
え
て
き
た
。
①
高
齢
犬
に
対
す
る
取
り

組
み
は
②
新
た
な
国
家
資
格
「
愛
玩
動
物
看

護
師
」
に
対
し
て
期
待
す
る
こ
と
は
③
フ
ン

害
解
決
に
向
け
て
、条
例
以
外
に
「
イ
エ
ロ
ー

チ
ョ
ー
ク
作
戦
」
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
答
弁
　
①
国
の
審
議
会
で
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
期
待
さ
れ
る
効
果
等
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

当
面
の
間
、
国
の
動
向
や
ワ
ク
チ
ン
の

有
効
性
、
安
全
性
等
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
か

ら
公
費
助
成
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
②
重
症
化
す
れ
ば

顔
面
麻
痺
等
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
。
早
期
受
診
及
び
早
期
治
療
の
重
要
性

と
、
発
症
を
予
防
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
い
き

た
い
。

◆
そ
の
他
◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
／
医
療
費
助

成
制
度
に
つ
い

て

　
答
弁
　
①
対
象
児
童
の
う
ち
１
６
５
人

が
他
の
学
校
に
就
学
し
て
い
る
②
学
校
運

営
に
支
障
が
出
れ
ば
、
検
討
が
必
要
だ
が
、

若
楠
小
は
統
廃
合
が
必
要
な
状
況
に
な
い

③
教
職
員
の
配
置
数
が
少
な
い
こ
と
に
よ

る
課
題
へ
の
人
的
な
支
援
や
、
地
域
と
協

力
し
学
校
づ
く
り
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
設
置
を
推
進
し
て
い
る
④
学

校
の
よ
さ
を
伝
え
る
た
め
、
フ
リ
ー
参
観

デ
ー
の
コ
ロ
ナ
禍
前
の
形
で
の
実
施
、
学

校
情
報
配
信
メ
ー
ル
や
マ
ス
コ
ミ
等
を
活

用
し
た
情
報
発
信
、
地
域
と
連
携
し
保
護

者
へ
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
そ
の
他
◆
不

足
す
る
保
育
士

を
目
指
す
環
境

づ
く
り

　
答
弁
　
①
犬
の
飼
い
方
な
ど
を
ま
と
め

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
動
物
と
の
共
生
啓
発

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
配
布
し
啓
発
②
動
物
病

院
な
ど
で
の
よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提
供

を
可
能
と
す
る
。
ま
た
、
高
齢
動
物
の
ケ

ア
、
動
物
の
栄
養
管
理
な
ど
に
関
す
る
専

門
的
な
助
言
、
指
導
の
担
い
手
と
し
て
、

高
齢
者
施
設
で
の
セ
ラ
ピ
ー
活
動
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
や
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
の

指
導
的
な
役
割
に
期
待
す
る
③
似
た
取

り
組
み
で
市
職
員
が
放
置
さ
れ
た
ふ
ん
に

チ
ョ
ー
ク
の
粉
を
か
け
て
飼
い
主
に
警
告

し
て
お
り
、
他
市
の
先
進
事
例
を
参
考
に

市
民
と
一
緒
に

な
っ
た
対
策
の

導
入
を
検
討
す

る
。

　
①
水
田
活
用
支
払
交
付
金
の
見
直
し
は
農

家
に
対
し
て
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
②
交
付
対
象
外
農
地
は
付
加
価

値
が
下
が
り
、
作
付
す
る
農
業
者
が
い
な
く

な
る
と
懸
念
さ
れ
る
。
将
来
、
交
付
対
象
外

農
地
は
耕
作
放
棄
地
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

　
答
弁
　
①
災
害
復
旧
等
を
除
き
、
５
年

の
う
ち
一
度
も
水
張
り
を
し
な
い
農
地
は

交
付
対
象
と
し
な
い
要
件
が
追
加
さ
れ
、

レ
ン
コ
ン
栽
培
や
ハ
ウ
ス
栽
培
は
対
象
外

と
な
る
②
地
主
が
農
地
を
ハ
ウ
ス
栽
培
に

貸
さ
な
い
状
況
が
予
測
さ
れ
、
借
地
を
希

望
す
る
農
家
が
農
地
を
確
保
で
き
る
よ
う

県
や
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
た
相
談
体
制
を
推

進
す
る
。
交
付
対
象
水
田
の
厳
格
化
や
畑

地
化
促
進
事
業
を
周
知
す
る
中
で
同
様
の

意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
地
域
の
課
題

と
し
て
国
に
報
告
し
て

い
る
。

◆
そ
の
他
◆
佐
賀
県
立

大
学
の
設
立
構
想
に
つ

い
て
／
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア

リ
ー
ナ
に
お
け
る
来
場

対
策
に
つ
い
て

学
校
選
択
制
の
課
題

解
決
の
具
体
策
と
は

永
渕　
史
孝
（
自
由
民
主
党
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
公
費
助
成
を
！

中
島　
妙
子
（
公
明
党
）

水
田
活
用
支
払
交
付

金
見
直
し
の
影
響
は

川
副
龍
之
介
（
自
由
民
主
党
）

人
に
も
動
物
に
も

優
し
い
佐
賀
市
に
！

村
岡　
　
卓
（
公
明
党
）

３
月
９
日
㈭
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答
弁
　
佐
賀
大
学
と
佐
賀
県
の
共
同
で

研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
有
明
海
で
ノ
リ

養
殖
の
色
落
ち
や
貧
酸
素
化
に
よ
る
二
枚

貝
の
へ
い
死
の
原
因
と
な
る
珪
藻
ス
ケ
レ

ト
ネ
マ
属
の
種
類
を
特
定
す
る
こ
と
で
、

増
殖
傾
向
を
解
明
し
ノ
リ
養
殖
や
赤
潮
対

策
に
役
立
て
る
も
の
。
今
後
研
究
が
進
み

ス
ケ
レ
ト
ネ
マ
の
増
殖
し
や
す
い
状
況
な

ど
解
明
が
で
き
れ
ば
、
赤
潮
の
発
生
予
測

や
ノ
リ
の
摘
み
取
り
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
の

生
産
管
理
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

◆
そ
の
他
◆
イ
ノ
シ
シ

被
害
の
現
状
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
に
つ
い

て

３
月
10
日
㈮

３
月
13
日
㈪

　
清
掃
工
場
は
今
年
４
月
で
供
用
か
ら
20
年

が
経
過
す
る
が
、
令
和
６
年
度
か
ら
諸
富
町

と
三
瀬
村
の
ご
み
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
た
め
処
理
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、

改
修
が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
改
修
時
の

コ
ス
ト
削
減
と
清
掃
工
場
の
地
元
地
区
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
答
弁
　
改
修
に
係
る
経
費
の
低
減
だ
け

で
な
く
、
維
持
管
理
に
係
る
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
削
減
も
重
要
で
あ
り
、
既
存

施
設
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
全
国
の

様
々
な
事
案
を
研
究
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト

削
減
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
清
掃
工
場
の
地
元
自
治
会
に
は
、
令
和

２
年
度
に
大
規
模
改
修
を
行
い
た
い
旨
を

伝
え
て
い
る
。
地
元
自
治
会
の
ほ
か
、
周

辺
の
自
治
会
に
対
し
て
も
、
順
次
丁
寧
に

説
明
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
そ
の
他
◆
佐
賀
市

過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
と
中
山
間
地

域
振
興
策
に
つ
い
て

　
本
市
の
清
掃
工
場
で
は
ゴ
ミ
焼
却
熱
を
利

用
し
、
発
電
を
行
う
電
気
の
地
産
地
消
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
電
力
を
地
域
新
電
力

を
設
立
し
、
地
域
新
電
力
に
売
電
す
る
こ
と

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
出
流
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、
域
内
の
経
済
循
環
を
高
め
る
こ
と
に
繋

が
る
と
考
え
る
が
本
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
答
弁
　
全
国
で
は
70
社
ほ
ど
の
自
治
体

が
関
与
す
る
地
域
新
電
力
会
社
が
設
置
さ

れ
、
そ
の
中
で
廃
棄
物
発
電
を
電
源
と
し

て
い
る
会
社
は
12
社
あ
る
。
自
前
の
電
源

が
確
保
で
き
て
い
る
会
社
で
は
、
電
力
の

市
場
価
格
高
騰
の
影
響
が
少
な
い
。
地
域

新
電
力
会
社
の
設
立
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
や
電
気
代
の
価
格
高
騰
な

ど
の
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
と
し
て
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
、
他
の
自
治
体
の
先
行

事
例
を
参
考
に
、
電
力

市
場
の
状
況
等
を
的
確

に
把
握
し
、
本
市
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
方
策

を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
若
者
が
選
挙
に
行
か
な
い
現
実
が
あ
る
。

昨
年
、
佐
賀
工
業
高
校
で
実
施
し
て
効
果
が

あ
っ
た
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を
、
市
内
の

他
の
高
校
や
短
大
で
も
行
い
、
若
者
の
投
票

率
ア
ッ
プ
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
市
の
考

え
を
問
う
。

　
答
弁
　
佐
賀
工
業
高
校
で
は
令
和
２
年

度
か
ら
選
挙
の
出
前
授
業
を
実
施
し
て
き

た
。
こ
の
体
験
を
生
か
す
た
め
、
昨
年
12

月
の
佐
賀
県
知
事
選
挙
の
際
に
県
内
高
校

初
と
な
る
期
日
前
投
票
所
を
設
置
し
た
。

同
投
票
所
だ
け
で
は
な
い
が
、
選
挙
権
を

有
し
て
い
た
生
徒
の
約
70
％
が
投
票
し
た

と
の
こ
と
で
、
本
市
の
18
歳
の
投
票
率
と

比
較
し
非
常
に
高
い
割
合
で
あ
っ
た
。
啓

発
効
果
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
投
票
所

の
執
行
体
制
の
確
保
等
を
十
分
検
討
し
た

上
で
、
短
大
や
他
の

高
校
へ
の
設
置
も
進

め
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
島
義
勇

公
の
功
績
を
た
た
え

た
施
策
に
つ
い
て

　
毎
年
発
生
す
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
７
種

の
ス
ケ
レ
ト
ネ
マ
属
を
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
か
ら

有
明
海
に
い
る
種
が
ど
ん
な
種
な
の
か
判
別

す
る
検
査
方
法
が
佐
賀
大
学
の
研
究
で
開
発

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
種
別
の
特
性
に
合
わ

せ
た
生
産
管
理
が
で
き
、
画
期
的
な
赤
潮
対

策
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

清
掃
工
場
改
修
時
の

コ
ス
ト
と
対
応
は

松
永　
幹
哉
（
自
由
民
主
党
）

ノ
リ
養
殖
に
お
け
る

色
落
ち
の
重
大
さ

重
松　
　
徹
（
自
由
民
主
党
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
支
出
の

域
内
循
環
実
現
を

稲
葉　
嵩
広
（
自
由
民
主
党
）

市
内
の
高
校
に
期
日
前

投
票
所
の
設
置
を

黒
田　
利
人
（
緑
楠
自
民
）

佐賀工業高校の期日前投票所
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※３　シビックテック…シビック（Civic：市民）とテック（Tech：テクノロジー）をかけあわせた造語。市民自身がテ

　　　　　　　　クノロジーを活用して社会課題を解決したり、生活の利便性を向上させるための取り組みのこと。

３
月
13
日
㈪

３
月
14
日
㈫

　
全
国
的
な
教
員
不
足
の
中
、
学
生
の
県
外
流

出
防
止
策
な
ど
不
確
定
要
素
が
多
い
。
世
界
デ

ジ
タ
ル
競
争
力
で
、
我
が
国
は
63
カ
国
中
62
位

の
項
目
が
あ
る
。
本
市
は
メ
タ
バ
ー
ス
の
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
最
先
端
技
術
専
門
学
校

誘
致
を
優
先
さ
せ
、
佐
賀
市
か
ら
世
界
へ
羽
ば

た
く
人
材
を
育
成
す
べ
き
で
は
。

　
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド(

郷
土
愛)

の
醸
成

は
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
非
常
に
有
効
で
あ
り
、
市
役
所
各

部
署
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
に
関
わ
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
を
さ
ら
に
推
進
す
る
為
に
全

庁
的
に
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
取
り

組
む
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
①
駅
前
交
流
広
場
整
備
完
了
で
ハ
ー
ド
面

は
整
っ
た
。
街
の
賑
わ
い
創
出
に
は
今
後
、

民
間
と
連
携
し
た
施
策
が
重
要
で
あ
る
と
思

う
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
②
旧
西
友

駐
車
場
敷
地
の
民
間
開
発
誘
導
へ
の
進
捗
状

況
は
③
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
後
を
見
据
え
た

観
光
振
興
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
答
弁
　
今
後
県
に
お
い
て
具
体
的
な
検

討
が
進
む
中
で
、
学
生
や
教
員
が
集
ま

る
か
ど
う
か
、
経
営
が
成
り
立
つ
か
ど
う

か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
と
捉
え
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
佐
賀
の
子
ど
も
た
ち

の
希
望
を
か
な
え
、
人
材
育
成
と
仕
事
の

好
循
環
を
つ
く
り
、
地
元
に
残
っ
て
活
躍

し
た
い
と
い
う
若
者
が
増
え
る
こ
と
、
地

域
の
教
育
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
、

経
済
的
な
波
及
効
果
、
こ
れ
ら
地
域
に

と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る

県
立
大
学
の
誘
致
を
ま
ず
は
進
め
て
い
き

た
い
。

◆
そ
の
他
◆

オ
ス
プ
レ
イ

の
佐
賀
空
港

配
備
計
画
に

つ
い
て

　
答
弁
　
市
民
が
ま
ち
に
対
す
る
誇
り
や

愛
着
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
は
本
市
へ
の

人
の
流
れ
を
生
み
出
す
こ
と
に
繋
が
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
要
素

と
捉
え
て
い
る
。
市
民
が
主
体
的
に
ま
ち

に
関
わ
り
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
姿
を

と
も
に
考
え
、
と
も
に
つ
く
る
、
そ
の
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
全
庁
的
に
意
識
し
て

取
り
組
み
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。
実
現
す
る
た
め
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
ス
ー
パ
ー
ア
プ

リ
を
活
用
し
、
市
民

が
気
軽
に
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
で
き
る
よ

う
な
シ※
３
ビ
ッ
ク
テ
ッ

ク
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
答
弁
　
①
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理

者
に
よ
る
管
理
運
営
を
開
始
、
今
後
賑

わ
い
の
創
出
と
集
客
、
交
流
の
活
性
化
に

努
め
た
い
②
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
進
捗
が
遅

れ
て
い
る
が
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
新
た

な
事
業
者
の
掘
り
起
こ
し
を
継
続
し
て
い

く
と
と
も
に
行
政
支
援
な
ど
事
業
者
が
開

発
に
参
入
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
検
討

し
、
早
い
時
期
の
事
業
者
公
募
に
向
け
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
③
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
を
含
む
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス

ポ
・
全
障
ス
ポ
で
の
盛

り
上
が
り
を
引
き
続

き
観
光
の
振
興
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

◆
そ
の
他
◆
防
災
意

識
の
醸
成

佐
賀
県
立
大
学
誘
致

は
佐
賀
市
に
必
要
か

平
原　
嘉
德
（
自
民
清
流
）

人
口
減
少
対
策
の

さ
ら
な
る
推
進
を

久
米　
勝
也

養
殖
ノ
リ
色
落
ち
被
害

養
殖
ノ
リ
色
落
ち
被
害

現
地
調
査
を
実
施
！

現
地
調
査
を
実
施
！

　
経
済
産
業
委
員
会
で
は
、
１
月
20
日
に

有
明
海
の
ノ
リ
漁
場
の
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
初
め
に
佐
賀
県
有
明
海
漁
業
協
同
組
合

か
ら
説
明
が
あ
り
、
船
に
乗
り
漁
場
で
ノ

リ
の
状
態
に
つ
い
て
確
認
し
た
後
、
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。
現
地
調
査
後
、
議
会
の

会
議
室
に
お
い
て
、
委
員
間
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

現地調査の様子

駅
周
辺
再
開
発
と

観
光
振
興
は

江
原　
新
子
（
自
由
民
主
党
）

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

佐
賀
）


